






＜要約＞クレチン症の治療予後に影響を与える因子の一つに、甲状腺剤による補充療法の

適切さがある。しかし、甲状腺剤の安全でかっ充分である至適投与量を決定することは時

として困難である。そこで、至適投与量を決定するための指標について検討した。患児の

血中リバーストリイオドサイロン(rT3)濃度を測定したところ、rT3 濃度は T4 濃度より敏

感な甲状腺機能の指標となり得ることが示された。また、L 一サイロキシン(T4)授与投与

量と血中 rT3 濃度とのあいだにも正の相関があった。したがって、rT3 濃度を測定するこ

とにより、より正確な T4 の至適投与量を決定できる可能性が考えられた。


